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英文契約書実務の基本 
～具体事例からトラブルとなり得る論点を押さえる～ 

－講 師－    アンダーソン・毛利・友常法律事務所 外国法共同事業 弁護士 大槻 由昭 氏 
 

日 時 
受講方法 
会 場 

2024 年１２月９日（月） 午後１時～５時 
会場受講／ライブ配信／アーカイブ配信(２週間、何度でもご視聴可） 
ＳＳＫ セミナールーム 東京都港区西新橋２－６－２ ザイマックス西新橋ビル４Ｆ 

 

［重点講義内容］ 

本講座は、英文契約書実務の「基礎的知識」について、要点を押さえてコンパクトに学びながら、各部分で実務上重要なポイントと

ヒントを豊富に習得できる講座です。 

本講師は、大手法律事務所に所属する企業法務を専門とする現役の弁護士であり、企業法務の実務経験 20 年のベテラン講師です。

米国のロースクールに留学後、ニューヨーク州の資格を取得し、英国及び香港の法律事務所での勤務実績もあります。また、国内の

大手鉄鋼メーカーへの出向経験があり、同出向時に、主として東南アジア諸国の海外企業との英文による契約交渉の実績があり、

その後、現在に至るまで、主として日系企業の各社様と海外企業との間での英文の契約交渉案件に、多数関与しております。 

本講義は、上記のように、英文契約を使用するクロスボーダーの取引にかかる実務経験が豊富な講師が、英文契約の一般的（理論的）

な解釈手法についてのみならず、実際の実務において、英文契約の解釈が問題（トラブル）となり得る論点などについて、具体的な

事例を交えながら解説いたします。  
１．はじめに（自己紹介など） 

２．英文契約書の基本構造 
★英文契約においては、和文の契約ではあまり見られない、独特の様式が採られている事例が多いため、まずは英文の契約の 

一般的なフレームワーク（契約の全体構造）と、それぞれの項目の契約における意義や機能について概説いたします。 

具体的な項目は、以下のとおりです。 

（１）冒頭部分（契約の締結日、前文、当事者の表記、定義条項及び解釈条項等） 

（２）実質条項部分（当事者の具体的な権利・義務や、表明保証条項など） 

（３）一般条項（Miscellaneous）※具体的な内容は、第 5 項で詳述します。 

（４）契約の締結（調印）日、や当事者の署名欄  （５）添付書類（Annex、Schedule、Exhibit） 

３．英文契約における条文構造（和文との文章構造の違いを中心に） 
★契約を英文で記載する場合には、主語や述語の位置関係など、和文とは異なる文章構造となるため、英文契約を解読するうえで 

必須となる基本的な事項を解説いたします。 

（１）主語と述語の対応関係。特に、英文特有の助動詞（shall、will、may など）の存在。 

（２）定義語の表示の仕方について（和文の違いを中心に）。 

（３）本文と、その但し書きの表記方法（「provided (however) that～」や「unless～」など） 

（４）「if」節の使い方とその意義  （５）否定文（「No～」や「Nothing～」） など 

※番外編：ためしに、和文の契約をそのまま翻訳したら、英文契約が完成するかどうか検証してみよう。 

（講師注：「日本語の契約書をそのまま英訳すれば、英文契約が完成するのではないか、とお考えの方も多いですが、 

本当にそう考えてよいのかということを、受講者の皆様と一緒に検証したいと企画しています。） 

４．英文契約において特徴的な用語や言い回しについて 
★英文契約においては、日常に使用される英語では馴染みの薄い、いわゆる法律英語（特異な言い回しや特殊な表現）が 

使用されることが多いため、その代表的なものについて解説いたします。具体的には、以下のような事項です。 

（１）助動詞（shall、will、may など）の使い分け 

（２）ラテン語の表記（「mutatis mutandis」、「pari passu」、「vice versa」、「de facto」、「inter alia」など） 

（３）条文相互の関係性や優劣を示すもの： 

「Subject to～」や「Notwithstanding～」や「Without prejudice to～」や「Unless otherwise agreed」など 

（４）契約当事者ではない者に間接的に義務を負わせるための言い回し：「shall ensure that～」や「cause～to do～」など 

（５）解釈規定（注意的規定）の特徴：「For the avoidance of doubt～」や「For clarity～」など 

（６）努力義務の表現と種類：「shall use (best / reasonable) endeavours to～」など 

（７）誠実協議義務とその功罪：「shall discuss in good faith～」など 

５．英文契約における一般条項（Miscellaneous）とは 
★英文契約においては、和文の契約の一般条項とは異なる一般条項が添えられるケースが多いため、 

その代表的なものについて解説いたします。 

（１）一般条項の位置づけと役割について  （２）典型的な一般条項のご紹介： 

守秘義務条項、不可抗力条項、分離可能性、完全合意、費用負担、準拠法、紛争解決（管轄）条項、契約上の地位の譲渡など。 

６．実践編～英文の株式譲渡契約を実際に読んでみよう～ 
★上記１～５までで学んだことを踏まえて、一つのサンプルとして、英文の株式譲渡契約（※）をベースに、講師が解説をいたします。 

※サンプルとして使用する契約は異なる場合がございます。     



  
ＰＲＯＦＩＬＥ  大槻 由昭（おおつき よしあき）氏 

 
  
2004 年 東京大学法学部卒業、弁護士登録（第一東京弁護士会）。2011 年 米国の University of Southern California Gould 

School of Law (LL.M.)。2012 年 ニューヨーク州弁護士登録。2011 年 ロンドンの Norton Rose Fulbright 法律事務所勤務。2012 年 

香港の Woo Kwan Lee & Lo 法律事務所勤務。直近のセミナー開催実績：英文契約を題材としたセミナーとして、『いまさら聞けない

「海外企業との合弁・M&A契約」の基礎がっちり習得講座』（2023年）、『海外企業とのM&A契約（実践編）～株式譲渡契約（SPA）

を題材に～』（2023 年）、『海外企業との M&A 契約（実践編）～株主間契約（Shareholders’ Agreement）ケーススタディ～』（2024 年）、

『海外企業との M&A 契約（実践編）～株式譲渡契約（SPA）ケーススタディ～ シリーズ 2』（2024 年）、令和 6 年度モザンビーク

LNG 研修：「Major and Common Terms and Conditions of LNG SPA」など。直近の英文の著書：・Overview of current regulatory 

regime on hydrogen and fuel ammonia in Japan（2024 年 2 月）。Recent Development of New Legal System for CCS Projects in 

Japan（2024 年 2 月）。Mining Law (Japan Chapter)（2023 年 12 月） など。  
●受  講  料 各受講方法 １名につき ３３，６６０円（税込） 

同一のお申込フォームよりお申込の場合、２人目以降 ２７，５００円(税込) 
※会場又はライブ配信受講者様で、アーカイブ配信もご希望の場合は追加料金１１，０００円（税込）で承ります。 

●お申込方法 
 
 

 

二次元バーコード、又は FAX にてお申し込み下さい。 
折り返し受講証、請求書、会場地図（会場受講のみ）を郵送致します。 
お申込み後、５営業日以内にお手元に届かない場合は必ずご一報下さい。 
（セミナー会場にて受講される方は、受講証を当日ご持参下さい） 
※お客様のご都合でキャンセルされる場合は、「開催１週間前まで」にお申し出下さい。 

その後のキャンセルは、お申し受けできませんのでご了承下さい。 

●お支払方法 請求書を発行いたしますので、開催日までに銀行振込でお願いします。（遅れる場合はご相談下さい） 
 
事前に、セミナー講師へのご期待、ご要望、ご質問をお受けしております。 
可能な限り講義に盛り込んでいただきますので受講証に同封の用紙でご連絡下さい。 
■ライブ配信について  ＜１＞Zoom にてライブ配信致します。 ＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ視聴用 URL と
ID・PASS を開催前日までにお送り致しますので、開催日時に Zoom へご参加ください。 
■アーカイブ配信について ＜１＞開催日より３～５営業日後を目安に Vimeo にて配信致します。 ＜２＞お申込時にご登録いただい
たメールアドレスへ収録動画配信のご用意ができ次第、視聴用ＵＲＬをお送り致します。 ＜３＞動画は公開日より２週間、何度でもご都合
の良い時間にご視聴頂けます。  

１２月９日（月）        「英文契約書実務の基本」         申込日   月   日 

貴 社 名  

所 在 地 
〒                                     〇印をお付けください （ご自宅 ・ お勤め先） 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）        － Ｆ Ａ Ｘ （       ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 
いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）        － Ｆ Ａ Ｘ （       ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 
※「受講証」等の送付先が上記と異なる場合は下記にご記入下さい。   

通 信 欄   
 

●E-mail アドレス登録受付＆ご紹介キャンペーン実施中〔Amazon ギフト券（５００円）を進呈いたします〕 
□セミナーへのお申込みではなく、メール配信登録のみの方は左記へ✔を入れて下さい。 

※携帯アドレス、フリーメールアドレスは登録対象外となっております。 
※メール配信登録をご希望の方をご紹介下さい！ご紹介いただいた方には Amazon ギフト券（５００円）を進呈させていただきます。 
※上記お申込フォームに、ご登録情報（貴社名・所在地・氏名・所属部署・役職・メールアドレス）をご記入下さい。 

 
■主催（お申込み・お問い合せ先） 株式会社 新社会システム総合研究所 

お申込み受付 FAX ０３－５５３２－８８５１ 
〒105-0003 東京都港区西新橋２－６－２ ザイマックス西新橋ビル４階 
Tel:03-5532-8850／E-mail:info@ssk21.co.jp／URL:https://www.ssk21.co.jp 
※配信停止、宛先変更、個人情報の苦情及び相談・開示は上記までご連絡下さい。 ２４５３６－M  

詳細・お申込はこちら↓ 


